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ワ クライフバランスワークライフバランス

意味意味

仕事と家庭生活や趣味などとのバランスをとる事 家庭 活 趣味 ラ を
こと
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少子高齢化社会への懸念少子高齢化社会への懸念

経済 の懸念経済への懸念

労働人口減少

消費市場の縮小

経済活動の縮小経済活動の縮小

社会保障関係への懸念

社会保障給付増加による国民負担増

「支え手」減少による制度崩壊 支え手」減少による制度崩壊



少子化の原因と背景少子化の原因と背景

非婚化 晩婚化非婚化・晩婚化

社会関係・価値観の変化

出生数の減少・出生率の低下

家事 育児と仕事との両立が困難家事・育児と仕事との両立が困難

女性の育児負担過多

夫の育児参加不十分

経済的要因経済的要因

子育て費用負担が大きい

終身雇用崩壊による若年層の雇用・賃金不安終身雇用崩壊による若年層の雇用 賃金不安

出生数・合計特殊出生率推移

出生数・合計特殊出生率の推移

出生数・合計特殊出生率推移
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少子化対策少子化対策

仕事と家庭の両立支援と働き方の見直し仕事と家庭の両立支援と働き方の見直し

育児休業制度の充実

ライフスタイルに応じた多様な働き方の推進

経済的支援経済的支援

児童手当充実

まとめまとめ

年齢や性別に関係なく それぞれが イ年齢や性別に関係なく、それぞれがライフス
タイルに合った働き方で社会を支えあうこと
が不可欠

それぞれのそれぞれの
ワークライフバランスを考える

みんなが働きやすく
暮らしやすい社会暮らしやすい社会


